












































第 1 回 授業の導入，教科書序章，英語教員をめざすにあたり
第 2 回 日本の英語教育の歴史
第 3 回 学習指導要領
第 4 回 英語教授法
第 5 回 英語教員の役割と要件，学習者論
第 6 回 第一言語習得と第二言語習得
第 7 回 コミュニケーション能力，国際理解教育
第 8 回 発音指導








第 1 回 後期授業開始にあたり
第 2 回 文法指導
第 3 回 中学校での指導，高等学校での指導
第 4 回 教育実習
第 5 回 授業指導案（教案）の書き方
第 6 回 模擬授業演習―１（４人）
第 7 回 模擬授業演習―２（４人）
第 8 回 高校授業見学




























中 で 実 際 に 試 し て み る わ け だ が，Hill & Dobbyn（1979：12） が“For 
many trainees it is a great strain just to have stood up for the ﬁrst time 
in front of a class.”と述べているように，多くの人の前で初めて授業を行
うことは大きな緊張を伴う。
２　Wright（2005：125）は classroom management を order（high structure）と opportunity
（low structure）という観点から論じ，“A more opportunity-oriented classroom manage-
ment strategy is likely to prove more risky for teachers and learners, particularly if they 
















2007年度 11月 A 高校（大学から電車徒歩30分）５時間目３クラス，６時間目３クラス 25名参加
2008年度 ７月 B 中学校（大学から徒歩７分） ５時間目３クラス 39名参加
11月 A 高校（大学から電車徒歩30分）５時間目３クラス，６時間目６クラス 37名参加
2009年度 11月 C 高校（大学から電車徒歩15分）５時間目４クラス，６時間目３クラス 30名参加

































時　　限 授　　業 担 当 者 教　　室
５限 神戸西高校 人文 Reading H. M.  先生 HR（３- ３教室）
５限 須磨翔風高校 英語Ⅰ（ハイクラス） T.  I.    先生 HR（１- ５教室）
５限 須磨翔風高校 英語Ⅰ（Standard） H. Y.  先生 HR（１- ６教室）
５限 須磨翔風高校 英語Ⅰ（Standard） Y. H.  先生 小講義室⑧
６時間目　14：10～15：00
６限 須磨翔風高校 英語Ⅰ（ハイクラス） T.  I.   先生 HR（１- ７教室）
６限 須磨翔風高校 英語Ⅰ（Standard） C. M.  先生 HR（１- ８教室）





































































































































































































































& Farrell（2005：34-50）が Self-monitoring として一章を割いて詳細に論
じている方法で，教師のより自律的な成長のために有効である。同じく
Richards & Farrell（2005：48）はビデオ撮影により Self-monitoring を行
うことについて“Although teachers are sometimes skeptical at ﬁrst about 
the benefits of self-monitoring, few remain so after experiencing it and 













ことについて Richards & Farrell（2005:14）は表５のようにまとめている。
表５　Activities1for1Teacher1Development
Individual One-to-one Group-based Institutional
・Self-monitoring ・Peer coaching ・Case studies ・Workshops
・Journal writing ・Peer observation ・Action research ・Action research
・Critical incidents ・Critical friendships ・Journal writing ・Teacher support groups
・Teaching portfolios ・Action research ・Teacher support groups























































































































13　このリストは Appendix 参照。なお JACET 教育問題研究会（2010）科研報告書では，言語
教育に携わる教員養成課程履修学生の成長を促すために開発されたリフレクションツールであ
る EPOSTL（European Portfolio for Student Teachers of Languages）を元に日本向けの翻
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12 ALT と授業の打ち合わせや交渉ができる ALT と授業の打ち合わせや交渉をするための英語表現を意
識して学んでいる
13 生徒に発音の見本を示すことができる 正しい発音の知識を学び運用能力を高める努力をしている
14 種々の大学入試問題に対応できる 大学入試問題を意識して観察している
15 わかりやすい授業を展開することができる
わかりやすい授業がどのようなものか日常的にさまざまな授
業を注意して観察している
16 自己表現活動の指導技術を持っている 自己表現活動の指導技術を高めることを意識している
17 効果的な音読指導ができる 日常的にできるだけ声に出して英語を読んでいる
18 英語の語学的知識がある 英語の語学的知識を意識して学んでいる
19 主な教授法・教授理論の知識がある 教授法・教授理論を理解しようとしている
20 学習指導要領についての知識がある 学習指導要領を意識して学んでいる
21 テストと評価方法についての知識がある テストと評価方法について意識して学んでいる
22 日本語と英語の違いについての知識がある 日本語と英語の違いについて意識して学んでいる
23 異文化コミュニケーションの知識がある 異文化コミュニケーションについて意識して学んでいる
24 国際情勢に関する知識がある 国際情勢について意識して学んでいる
25 国際語としての英語の役割を認識している 国際語としての英語の役割を意識して学んでいる
26 英語圏文化の背景知識がある 英語圏文化の背景知識を意識して学んでいる
27 生徒の興味・関心を引く話題や特技をもっている 豊かな経験や趣味を持つように日常的に心がけている
28 十分大きい声で分かりやすく説明することができる 場に応じて声の大きさや話し方を意識している
29 黒板の文字が見やすく効果的に活用できる 分かりやすい黒板の使い方を意識して観察している
30 協同的，競争的，個別的学習をバランスよくできる 授業の中のさまざまな学習モードを意識している
31 教員として人間的な成長を常に心がける 教職をめざす者として人間的な成長を心がけている
32 常に自分の英語力に磨きをかける努力を怠らない
自分の英語力の弱点を認識し克服するため具体的な勉強に取
り組んでいる
33
英語教授力を高めるために専門的知識を増やし
指導技術を向上させる
授業での学びに加え学外の学会や研究会，講演会に参加した
り，友達仲間で勉強会を行ったりしている
